具体的費用の算出

　県道214号は大宮駅から離れるほどに道幅が狭くなっていく。大宮駅前の道は片側2車線である上に、中央分離帯もありかなり広くなっている。それに対して、私たちが設定した南中野駅を過ぎたあたりから、道は片側1車線となり、歩道もなくなってしまう。路面電車が走行するためには、単線の場合でも最低3mの幅が必要であり、南中野以降での路面電車の運行には、県道214号の拡張が欠かせなくなってくる。私たちは両方向の車道の幅を1mずつ狭くし、制限速度を時速40kmから時速30kmに下げれば、2mの幅を路面電車用に確保できると考え、南中野から上野田交差点までの県道214号を1mずつ拡張することで、路面電車の運行は可能になると仮定した。

　南中野から上野田交差点までの距離は約3300mなので、総拡張面積の概算は、1m×3300m＝3300㎡となる。この3300㎡は私有地であり、所有者から買い取る必要がある。また、土地を買い取った後にはその土地を舗装する必要がある。私たちはこれらの道路拡張にまつわる費用算出を、以下のようにして行った。
· 土地の買収費用

　土地の買収費用は南中野から東新井にかけての路線価である「1㎡あたり10万円」を採用した。東新井より東の地域は、市街地から大きく外れているため路線価が公表されておらず、正確な土地の値段を知ることができなかったのだが、大宮から離れるほど地価が下がっていくことが予想される。また、東新井以東の県道214号沿いには田畑が多く存在するのだが、宅地として田畑を買収する場合の全国平均買取価格は1㎡あたり約7万円である。以上より、1㎡あたり10万円というのは少し高めの設定になっているのだが、土地買収交渉の難航や工事の騒音による買収請求などの不測の事態に備えて、余分に予算を確保しておく必要があると考え、このような地価設定をした。
· 舗装費用

保留
以上より、道路拡張に伴う費用は1㎡につき○円であり、総拡張面積3300㎡では○円かかるという計算になる。

　用地が確保できた後はいよいよ、線路敷設、車両購入、電車停留所建設などの路面電車運行に必要な「モノ」をそろえる段階に入る。その際にかかる費用は簡便的に以下のようにして求めた。

· 線路敷設費用及び電車停留所建設費用

　これらの費用は、富山ライトレールで実際にかかった1kmあたりの費用を用いて求めた。私たちの想定する区間は、すべて軌道を新設しなければならず、走行区間の大部分において既存の軌道を活用している富山ライトレールとは、根本的に構造が異なる。そこで、富山駅から○までの新設・併用軌道区間での1kmあたり建設費(駅建設費用、車庫建設費用等を含む)を求め、それを大宮駅から埼玉スタジアム間の距離9.26kmにかけて出てくる数値を埼玉県での線路敷設費用及び電車停留所建設費用とした。
　ぐたいてきけーさん

・車両費用

車両は富山ライトレールと同じ形式のものを使うことを仮定する。富山ライトレールは全長○kmの区間を7編成(1編成2車両)で運行している。区間の長さに比例して必要な車両数が決まると考えると、全長9.26kmである埼玉県の路面電車の場合、必要な車両数は○編成○車両となる。1編成の価格は○円であるから、埼玉県での車両購入にかかる総費用は○円と求められる。
